
韓国釜山・野生イノシシASF感染確認25例目（2024年4月22日時点）

1例目
（2023年12月21日）

2例目
（2024年1月18日）

航路：下関行き

航路：大阪行き
航路：対馬行き （注）感染確認地点及びは日付は

 公式プレス情報に基づく

6, 7例目
（2024年1月26日）

8例目
（2024年1月28日）

航路：博多行き

11, 12例目
（2024年2月2日）

14～16例目
（2024年2月18日）

9例目
（2024年1月30日）

3例目
（2024年1月25日）

18例目
（2024年3月24日）

13例目
（2024年2月15日）

20例目
（2024年3月31日）

21例目
（2024年4月3日）

22例目
（2024年4月3日）

4, 5, 10例目
（4, 5例目：2024年1月26日）
（10例目：2024年1月31日）

23,24例目
（2024年4月5日）

17例目
（2024年3月7日）

19例目
（2024年3月28日）
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km

０

25例目
（2024年4月21日）
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・飼養衛生管理の徹底

農林水産省

国内対策
＜農場＆野生イノシシ＞

動物検疫所

幾重にもウイルスを殺す機会を作る！
幾重にもウイルスと動物の接触機会をなくす！

海外からの旅行者等
に向けた広報等

都府県

周

知

徹

底

水際対策
＜空港＆海港＞

消毒

立入禁止

・旅行者等への周知徹底
＜ゴミ放置禁止、消毒等＞

・消毒・洗浄ポイントの設置等

出国前から日本に持ち込ませない 国内に侵入させない 農場に侵入させない

野生イノシシの感染を防止する

・旅行者への畜産物持ち込み禁止
等の注意喚起

・家畜防疫官、検疫探知犬
による検査

・旅客の靴底や車両、自転
車等の消毒

周

知

徹

底

海外対策
＜旅行者＆船舶・航空機＞

都道府県

日本にアフリカ豚熱を侵入させないために必要な対策
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・ 出国前の旅行者に対するSNSを利用した情報発信・旅券発券時のリーフレット配布
等を継続的に実施するとともに、旅行代理店、技能実習生等への注意喚起と情報発
信・注意喚起を実施。
・ 訪日韓国人旅行客に影響力を持つ人気韓国人ブロガーから、畜産物持ち込み禁止
及び靴や自転車の泥を落とすこと等についての情報発信。
・ 韓国からの全ての船舶及び航空便に対して、家畜防疫官による検査を実施中。釜
山からの船舶に対しては全ての旅客に口頭質問を実施し、トレッキングシューズ、ゴルフ
シューズ等の要消毒物品に対して対応を確実に実施し、検疫探知犬についても活動回
数を増加。航空便に対しても検疫探知犬の活動回数を増加。
・ 釜山定期旅客船の就航する４港(下関港、博多港、比田勝港、大阪港）において、
車両、自転車等の消毒を実施。

農場に侵入
させない

野生イノシシ
に

感染させない

・ 釜山広域市と主要な定期フェリー航路を有している県を中心に、韓国人旅行者の立ち
寄り場所などリスクの高い場所を特定して、効果的に野生イノシシ等への侵入防止対
策を新たに実施。
・ 野生イノシシへ侵入した際に備え、野生イノシシの衛生的な死体処理等の初動対応
の基本方針案を公表するとともに、特殊な防疫資材（簡易電気柵、 納体袋）等を
備蓄。また、各都道府県でアフリカ豚熱に関する防疫演習が実施できるよう支援。

・ 生産者をはじめとする関係者に対して侵入リスクが高まっている危機感を共有し、
農場における飼養衛生管理の徹底等について改めて指導するとともに、万が一の侵入時
に的確な初動対応ができるよう、都道府県における防疫体制を関係部局と連携し構築
するなどの準備をすすめるよう改めて通知。

日本に持ち込
ませない・
侵入させない

＜大臣による注意喚起＞

＜空港等での注意喚起＞

＜生産者向け注意喚起資料＞

＜侵入時に備えた防疫演習＞
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アフリカ豚熱対策の更なる強化
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